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「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が

苦
手
」
と
い
っ
た
若
者
や
、「
お
子
さ

ん
の
就
職
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
け
れ

ど
、
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
保
護
者
の
方
を

対
象
に
、
若
者
の
就
労
支
援
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時
　
３
月
10
日
(火)

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

○
場
所
　
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
相
談
室

○
対
象
　
15
〜
39
歳
ま
で
の
方
、

　
　
　
　
ま
た
は
そ
の
保
護
者

○
相
談
料
　
無
料

※ 

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
日
前
日

ま
で
に
、
左
記
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
認
定
事
業

　
い
ば
ら
き
県
西
若
者

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
（54）
６
０
１
２

○
応
募
期
間
　
５
月
８
日
(金)
ま
で

○
応
募
資
格

・ 

い
の
ち
の
電
話
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方

・
23
〜
63
歳
の
方

○
募
集
人
数
　
40
名
程
度

○
研
修
期
間

　
６
月
〜
平
成
29
年
３
月

○
研
修
場
所
　
つ
く
ば
市
周
辺

○
そ
の
他

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人

　
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

・
つ
く
ば

　

０
２
９
（
８
５
２
）
８
５
０
５

（
月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
水
戸

　

０
２
９
（
２
４
４
）
４
７
２
２

（
月
〜
金
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）

　
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低

賃
金
が
、
次
の
表
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
と
労
働
者
が
合
意
し
「
特

定
最
低
賃
金
額
」
未
満
の
賃
金
で
労

働
契
約
を
結
ん
で
も
、
そ
の
賃
金
は

無
効
と
さ
れ
「
特
定
最
低
賃
金
」
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
①
か
ら
③
の
者
等
に

つ
い
て
は
特
定
最
低
賃
金
の
適
用
が

除
外
さ
れ
、
茨
城
県
最
低
賃
金
（
時

間
額
７
２
９
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
者

② 

雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
技
能
習
得
中
の
者

③ 

清
掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し

て
従
事
す
る
者

　町公式ホームページが茨城県第１位（特選）を受賞しました　

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
茨
城
労
働
局

賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
労
働
局
賃
金
室

　

０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
６

若
者
の
就
労
支
援
相
談
会

茨
城
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

募
集

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改

正
の
お
知
ら
せ

特 定 最 低 賃 金 名 時間額（円）
鉄鋼業 ８３４

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器
具製造業 ８１１

計量器・測定器・分析機器・試験機・理化学機械器
具、医療用機械器具・医療用品、光学機械器具・レ
ンズ、電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具、時計・同部分品製造業

８０６

各種商品小売業 ７８０
　

思いやりの心で
明るい社会を

子どもの人権
（児童虐待を防ぐために）

子
ど
も
虐
待
と
は
？

　
子
ど
も
の
虐
待
は
、
身
体
的
虐

待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
の
四
種
類
が
あ
り
ま

す
。

「
身
体
的
虐
待
」

　
身
体
的
虐
待
は
、
保
護
者
が
子

ど
も
に
、
殴
る
、
蹴
る
、
水
風
呂

や
熱
湯
の
風
呂
に
沈
め
る
、
カ
ッ

タ
ー
な
ど
で
切
る
、
ア
イ
ロ
ン
を

押
し
つ
け
る
、
首
を
絞
め
る
、
や

け
ど
を
さ
せ
る
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
逆

さ
づ
り
に
す
る
、
異
物
を
飲
み
込

ま
せ
る
、
厳
冬
期
な
ど
に
戸
外
に

閉
め
出
す
、
な
ど
の
暴
行
を
す
る

こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
性
的
虐
待
」

　
性
的
虐
待
に
は
、
子
ど
も
へ
の

性
交
や
、
性
的
な
行
為
の
強
要
・

教
唆
、
子
ど
も
に
性
器
や
性
交
を

見
せ
る
、
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

性
的
虐
待
は
、
本
人
が
告
白
す
る

か
、
家
族
が
気
づ
か
な
い
と
な
か

な
か
顕
在
化
し
ま
せ
ん
。

「
心
理
的
虐
待
」

　
心
理
的
虐
待
は
、
大
声
や
脅
し
な

ど
で
恐
怖
に
陥
れ
る
、
無
視
や
拒
否

的
な
態
度
を
と
る
、
著
し
く
き
ょ
う

だ
い
間
差
別
を
す
る
、
自
尊
心
を
傷

つ
け
る
言
葉
を
繰
り
返
し
使
っ
て
傷

つ
け
る
、
子
ど
も
が
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
目
撃
す
る
な

ど
を
指
し
ま
す
。

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」

　
保
護
者
が
、
子
ど
も
を
家
に
残
し

て
外
出
す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

衣
服
を
着
替
え
さ
せ
な
い
、
登
校
禁

止
に
し
て
家
に
閉
じ
こ
め
る
、
無
視

し
て
子
ど
も
の
情
緒
的
な
欲
求
に
応

え
な
い
、
遺
棄
す
る
な
ど
を
指
し
ま

す
。

虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
定
義
が
明
ら
か
に

な
っ
て
も
、
な
お
、
子
ど
も
虐
待
と

は
な
ん
ぞ
や
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
虐
待

と
し
つ
け
の
違
い
に
つ
い
て
で
す
。

　
虐
待
と
し
つ
け
。
こ
の
二
者
間
に

は
、
し
っ
か
り
と
線
引
き
で
き
な
い

グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
が
存
在
し
ま
す
。
が
、

多
数
の
事
例
に
関
わ
っ
て
き
た
福
祉
、

保
健
関
係
者
や
精
神
科
医
、
小
児
科

医
な
ど
が
言
う
よ
う
に
「
子
ど
も
が

耐
え
難
い
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
あ
る
」
と
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

（
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
公
式
サ
イ
ト
よ
り
抜
粋
）

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
ご
か
２
月
号
14
ペ
ー
ジ
、「
健
康
応

援
隊
」
の
一
部
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
訂
正
前
）

○ 

肥
満
度
＝
体
重
―
標
準
体
重
÷
標
準
体

重
×
１
０
０

（
訂
正
後
）

○ 

肥
満
度
＝（
体
重
―
標
準
体
重
）÷
標
準

体
重
×
１
０
０


